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〈
論
文
〉

〈
世
話
好
き
な
継
母
の
日
本
〉

一
〇
〇
年
に
わ
た
る
来
日
ロ
シ
ア
人
の
受
容
か
ら
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
露
交
流
の
特
徴

ポ
ダ
ル
コ
・
ピ
ョ
ー
ト
ル

要
旨　

日
本
の
「
近
代
化
」
は
「
西
欧
化
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
明
治
・
大
正
期
の
日
本
人
の
概
念
で
は
ロ
シ
ア
も
当
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
開
国
以
降
の
日
露
両
国
の
交
流
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
進
ん
だ
が
、
他
の
欧
米
諸
国
と
比
較
す
れ
ば
か
な
り
遅
れ
て
い
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
、
日
本
に
居
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
ロ
シ
ア
国
籍
を
も
つ
者
は
、
欧
米
国
籍
者
の
第
六
位
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
に
、
日
本
に
亡
命
ロ
シ
ア
人
（
白
系
露
人
）
が
数
千
人
も
移
住
し
、
在
日
ロ
シ
ア
国
籍
者
が
急
増

す
る
。
一
九
二
〇
―
一
九
四
〇
年
代
の
日
本
で
〈
白
人
〉
と
い
え
ば
、
英
・
米
国
の
出
身
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
白
系
露
人
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
主
な
居
住
地
は
、
外
国
人
が
多
く
、「
西
欧
化
」
さ
れ
た
関
東
（
東
京
・
横
浜
）、
関
西
（
神
戸
）、
そ
し
て
気
候
・
風
土
が
ロ
シ
ア
に
近
い
北

海
道
（
函
館
、
旭
川
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
従
来
多
民
族
・
多
言
語
の
国
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
出
身
た
ち
は
、
日
本
当
局
は
彼
ら
を
皆
、
自
称
に
関
わ

ら
ず
「
ロ
シ
ア
人
」
と
み
な
し
た
。

　

一
九
二
五
年
一
月
の
日
ソ
基
本
条
約
の
締
結
後
、
日
本
の
ロ
シ
ア
人
は
、「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
と
「
無
国
籍
白
系
露
人
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
に
は
様
々
な
身
分
を
持
つ
者
が
い
た
が
、
一
方
、
ソ
ビ
エ
ト
人
は
主
に
政
府
機
関
関
係
者
で
あ
っ
た
。
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戦
後
、
白
系
ロ
シ
ア
人
が
激
減
し
、
一
方
、
日
ソ
国
交
回
復
（
一
九
五
六
）
後
に
来
日
ソ
ビ
エ
ト
人
が
急
増
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
八
五
年
に
始

ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、
従
来
の
外
交
官
や
他
の
政
府
関
係
者
に
加
え
て
、
民
間
団
体
や
一
般
市
民
に
と
っ
て
も
日
本
入
国
が
比
較
的
に
簡

単
に
な
っ
た
。
短
期
滞
在
の
観
光
客
の
ほ
か
、
両
国
の
大
学
間
交
流
に
伴
い
、
日
本
留
学
を
目
指
す
ロ
シ
ア
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
二
〇
一
八
年

度
に
日
本
に
出
入
国
し
た
ロ
シ
ア
国
籍
者
の
総
数
は
約
七
万
人
で
、
同
年
度
に
日
本
に
居
留
す
る
ロ
シ
ア
人
の
数
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
で
英
・

仏
に
次
い
で
三
位
だ
っ
た
。

　

一
九
九
一
年
末
ソ
連
が
一
五
カ
国
に
分
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
諸
国
の
市
民
た
ち
が
日
本
を
訪
れ
る
際
に
使
用
す
る
共
通
語
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。

彼
ら
の
数
を
加
え
れ
ば
、
在
日
居
留
す
る
旧
ソ
連
人
の
総
数
は
年
度
に
よ
っ
て
１
万
人
以
上
に
な
る
。
在
日
ロ
シ
ア
人
同
士
の
交
流
を
保
持
す
る
た

め
に
、
関
東
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
、
一
九
九
三
年
に
〈
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ブ
〉
を
設
立
し
た
。
ク
ラ
ブ
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
旧
ソ
連
諸

国
の
出
身
者
も
参
加
し
て
お
り
、
共
通
語
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
ソ
連
を
ロ
シ
ア
と
、
ロ
シ
ア
人
を
ロ
シ
ア
国
内
の
少
数
民
族
と
混
同
す
る
場
合
が
ま
だ
多
い
。
言
語
に
つ
い
て
も
、
旧
ソ
連
の
出
身

な
ら
ば
ロ
シ
ア
語
も
流
暢
で
あ
る
は
ず
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
旧
ソ
連
諸
国
の
出
身
者
は
、
日
本
在
住
中
に
民

族
を
問
わ
ず
ロ
シ
ア
語
取
得
者
と
し
て
雇
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
在
日
ロ
シ
ア
人
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
、
受
容
の
問
題
、
日
露
交
流
、〈
世
話
好
き
な
継
母
〉

は
じ
め
に

　

ロ
シ
ア
人
は
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
江
戸
時
代
の
「
赤
蝦
夷
」（
こ
の
「
赤
」
は
、
ロ
シ
ア
人
の
髪
の
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毛
、
ま
た
は
軍
人
の
制
服
の
色
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
が
、
厳
密
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
）、
あ
る
い
は
「
オ
ロ
シ
ア
ジ
ン
」
が
あ
り
、
さ

ら
に
明
治
後
半
に
入
る
と
当
時
の
日
露
関
係
を
反
映
し
て
「
露
助
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
後
期
に
は
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」

や
「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
が
登
場
し
た
。
こ
の
「
白
系
ロ
シ
ア
」
の
「
白
」
は
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
「
赤
」
に
対
し
て
そ
れ
に
敵
対
し
た
人
々

を
指
し
示
す
呼
称
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
以
前
の
支
配
階
級
に
属
す
る
資
本
家
、
地
主
、
貴
族
お
よ
び
内
戦
期
に
白
衛
軍

に
参
加
し
た
将
校
、
兵
士
さ
ら
に
は
商
人
や
一
部
の
知
識
人
、
彼
ら
の
家
族
な
ど
が
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
九
一
年
一

二
月
に
起
こ
っ
た
旧
ソ
連
邦
の
解
体
後
は
、「
ロ
シ
ア
人
」
が
総
呼
称
と
し
て
再
び
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
露
戦
争
後
、
両
国
間
の
交
流
は
、
貿
易
（
特
に
、
漁
業
な
ど
）
を
は
じ
め
と
す
る
色
々
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
他
の
諸
国
と

日
本
と
の
交
流
に
比
較
す
る
と
、
ロ
シ
ア
は
か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
在
日
ロ
シ
ア
人
の
数
も
あ
ま
り
増
え
ず
、
外
交
機
関
・

他
の
公
務
員
を
除
い
て
、
わ
ず
か
数
十
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
以
降
、
来
日
ロ
シ
ア
人
が
増
え
た
が
、
そ
の
理
由
は
第
一
次

世
界
大
戦
に
よ
る
日
露
軍
事
交
流
な
ど
に
あ
る
。
戦
争
中
に
日
本
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
行
っ
た
様
々
な
発
注
に
関
し
て
、
英
・
米
・
仏
に

次
ぐ
第
四
位
の
納
入
国
で
あ
っ
た（

１
）。
と
り
わ
け
、
ロ
シ
ア
政
府
が
求
め
た
軍
需
注
文
の
受
取
り
の
た
め
の
専
門
要
員
、
大
使
館
の
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
、
家
族
と
と
も
に
来
日
し
た
。
さ
ら
に
当
時
日
露
協
約
の
た
め
の
準
備
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
来
日
し

た
人
々
も
い
た（

２
）。
し
か
し
、「
大
勢
露
人
」
が
日
本
に
来
た
と
い
う
の
は
、
革
命
の
恐
怖
か
ら
逃
げ
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。

一
．
白
系
ロ
シ
ア
人
に
関
す
る
統
計

　

一
九
一
七
年
末
以
降
の
亡
命
者
に
関
す
る
調
査
や
彼
ら
の
出
国
・
入
国
な
ど
の
計
算
は
当
時
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
の
ち
に
調
べ
ら
れ

た
デ
ー
タ
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、「
精
算
」
で
は
な
く
「
概
算
」
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
け
る
亡
命
者
総
計
ま
た
は
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移
住
者
の
行
先
に
関
す
る
小
統
計
は
、
複
数
の
資
料
を
比
較
し
た
場
合
に
差
が
か
な
り
大
き
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
赤
十
字
社
の
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
日
付
報
告
に
お
け
る
デ
ー
タ
で
は
、
一
九
六
万
三
千
五
百
人
の
難
民
が
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
国
際
連
盟
（
一
九
二
二
―
一
九
四
六
）
の
第
三
回
総
会
の
一
九
二
二
年
三
月
二
四
日
付
報
告
（
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
セ
ン
報

告
」）
で
は
、
一
五
〇
万
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
六
年
九
月
、
国
際
連
盟
が
「
ロ
シ
ア
人
難
民
」
の
数
を
一
六
〇
万
人

と
定
め
て
い
る（

３
）。
こ
れ
は
特
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
欧
米
諸
国
へ
移
住
し
た
旧
帝
政
ロ
シ
ア
出
身
の
亡
命
者
は
、
現

地
で
人
口
調
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
除
い
て
は
普
通
、
日
本
に
在
住
し
た
ロ
シ
ア
人
と
違
っ
て
宗
教
や
血
統
な
ど
を

無
視
し
て
自
分
を
「
ロ
シ
ア
人
」
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
あ
っ
た（

４
）。
各
国
の
登
録
に
も
「
民
族
・
国
籍
設
定
」
に
関
す
る
誤
算
が
あ
っ

た
。
特
に
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
先
ず
「
ロ
シ
ア
人
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
既
に
独
立
国
家
に
な
っ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
バ
ル
ト
三
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
地
に
生
ま
れ
た
亡
命
者
は
、
当
局
の
目
か
ら
見
れ
ば
ほ

と
ん
ど
例
外
な
く
「
ロ
シ
ア
人
」
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
一
年
に
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
初
め
て
政
治
的
大
赦
を
公
表
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
三
年
七
月
四
日
付
ソ
連
人
民
委
員
会
議
［
一

九
一
七
―
一
九
四
六
年
の
ソ
連
国
家
の
最
高
行
政
機
関
、
一
九
四
六
年
三
月
よ
り
「
ソ
連
閣
僚
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
］
の
法
令
が
公
表
さ

れ
、
そ
れ
は
各
国
に
散
ら
ば
っ
た
ロ
シ
ア
出
身
た
ち
も
ソ
連
代
表
部
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
徴
兵
適
齢
者
は
直
ち
に
帰
国
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
国
し
な
い
場
合
は
、
刑
事
罰
を
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
警
告
も
な
さ
れ
た
。
一
九
二
四
年
七
月
九
日
付
ソ

連
人
民
委
員
会
令
は
、
そ
の
大
赦
を
モ
ン
ゴ
ル
お
よ
び
西
中
国
へ
亡
命
し
た
兵
卒
軍
人
に
も
適
用
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
一
〇
年
間
（
一
九
二
一
―
一
九
三
一
）
に
お
い
て
帰
国
し
た
亡
命
者
は
一
八
万
一 

四
三
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た（
５
）。
と
り
わ
け
、

帰
国
し
た
亡
命
者
の
大
部
分
（
一
二
万
一 

三
四
三
人
）
が
、
大
赦
同
年
（
一
九
二
一
年
）
以
後
、
帰
国
直
後
に
逮
捕
さ
れ
た
り
、
銃
殺
さ

れ
た
り
し
た
と
い
う
情
報
が
海
外
へ
も
届
き
、
そ
れ
以
上
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
た
が
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
九
二
一
年
以
後
も
、
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ロ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
運
動
は
続
い
て
い
た
。　

　

白
系
ロ
シ
ア
人
の
な
か
に
は
、
一
般
市
民
の
他
に
、
世
界
的
に
有
名
な
作
家
、
作
曲
家
や
声
楽
家
な
ど
が
お
り
、
移
住
先
の
文
化
に
新

鮮
な
刺
激
を
も
た
ら
し
た
知
識
人
や
、
経
営
上
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
そ
の
地
に
持
ち
込
ん
だ
企
業
家
も
少
な
く
な
か
っ
た（

６
）。

二
．
身
分
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
社
会
的
地
位
・
国
籍
の
問
題

　

世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
ロ
シ
ア
人
の
間
で
は
、
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
自
分
の
身
分
・
国
籍
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題
が
大
き
く

な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
を
全
体
と
し
て
呼
ぶ
単
語
で
あ
る
。
普
通
、
各
国
は
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
ロ
シ
ア
人
を
「
難
民
」
ま
た

は
「
避
難
民
」（
ロ
シ
ア
語
は «Беж

енец»
）
と
し
た
が
、「
亡
命
者
」（
ロ
シ
ア
語
は «Эмигрант»

、
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
）
や
「
移
住
者
」（
ロ

シ
ア
語
は «П

ереселенец»

）
と
し
た
国
も
あ
る
。 

　

し
か
し
、
各
国
に
は
上
記
の
単
語
の
使
用
に
関
す
る
色
々
な
問
題
が
お
こ
り
、
混
乱
な
ど
も
あ
っ
た
た
め
、
国
際
連
盟
な
ど
の
国
際
的
機

関
で
も
そ
れ
を
整
理
す
る
幾
つ
か
の
試
み
が
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
に
、
国
際
連
盟
の
難
民
・
捕
虜
高
等
弁
務
官
（“H

aut Com
m

issaire 

pour les Refugies”

）
に
な
っ
た
ナ
ン
セ
ン
は（
７
）、
ロ
シ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
難
民
の
地
位
・
身
分
証
明
書
に
関
す
る

問
題
を
国
際
連
盟
の
会
議
に
提
起
し
た
。
一
九
二
二
年
七
月
五
日
と
一
九
二
六
年
五
月
三
一
日
の
両
国
際
協
定
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
セ

ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
が
決
め
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
三
一
ヶ
国
が
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

８
）。
一

九
二
六
年
五
月
一
二
日
の
国
際
的
協
定
は
、
ソ
連
か
ら
保
護
を
受
け
ず
他
国
の
国
籍
を
持
た
な
い
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
者
を
「
ロ
シ
ア
難

民
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
決
め
た（

９
）。
一
九
二
七
年
九
月
二
六
日
、
国
際
連
盟
総
会
は
、
難
民
の
地
位
の
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
を
提
起
し
た
。

翌
年
六
月
二
八
―
三
〇
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
難
民
の
法
的
地
位
に
関
す
る
政
府
間
会
議
（«Conference intergouvernem

entale pour 
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le Statut juridique des refugies

） 

が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
五
ヶ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

ス
イ
ス
、
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
）
の
代
表
者
の
他
に
、
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
法
律
家
や
、
高
等
弁
務
官
補
佐
官
ジ
ョ

ン
ソ
ン
（M

.Johnson

）
と
国
際
職
業
局
長
補
佐
官
バ
ル
タ
ー（B.Balter

）
な
ど
が
参
加
し
た
。
最
後
に
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
除
い
て
、
他
の
一
二
ヶ
国
は
一
九
二
八
年
六
月
三
〇
日
付
の
「
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
難
民
の
法
的
地

位
に
関
す
る
協
定
」（“A

rrangem
ent du 30 juin 1928. Relatif au statut juridique des refugies russes et arm

eniens”

）
に

調
印
し
た
が
、
そ
の
全
文
を
認
め
る
場
合
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
）
と
そ

の
大
部
分
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ス
イ
ス
）
ま
た
は
一
部
し
か
認
め
な
い
場
合 

（
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ス
ト
ニ

ア
）
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
八
日
、
同
じ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
難
民
の
法
的
地
位
に

関
す
る
国
際
協
定
が
結
ば
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
二
万
五
千
人
以
上
の
難
民
は
や
っ
と
身
分
証
明
書
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。「
ナ
ン
セ
ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
一
年
間
有
効

で
あ
り
、
そ
の
手
数
料
は
約
四
〇
米
ド
ル
（
平
均
）
で
あ
っ
た
。
国
内
・
国
外
で
の
手
続
き
や
移
住
、
就
職
な
ど
に
も
利
用
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

上
記
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
機
関
は
普
通
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
を
去
っ
た
人
々
を
「
難
民
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
決
め
た
が
、
本

稿
で
は
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
」、「
亡
命
者
」
な
ど
の
単
語
も
「
難
民
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九

一
七
年
十
月
革
命
以
降
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
を
、
ソ
連
国
籍
を
持
つ
者
を
除
い
て
、「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
や
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
」（
略
名
「
亡

命
者
」）
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
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三
．
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
来
日
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

①　

亡
命
者
の
数
と
そ
の
原
因

　

一
九
一
八
年
以
降
日
本
に
も
、
他
の
諸
国
同
様
に
白
系
ロ
シ
ア
人
が
移
住
し
て
き
た
が
、
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
少
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
日
ソ
国
交
正
常
化
（
国
交
樹
立
）
直
前
の
一
九
二
四
年
末
に
は
、
在
日
ロ
シ
ア
国
籍
者
と
し
て
八
一
四
名
が
記
録
さ
れ
て

い
る
（
当
時
、
日
本
と
ソ
連
は
ま
だ
国
交
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
も
「
帝
政
ロ
シ
ア
」
の
代
表
で
あ
っ
た
機
関
と
し
て

そ
の
機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
た
か
ら
、
在
日
ロ
シ
ア
人
は
総
じ
て
「
白
系
」
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
）。
彼
ら
の
日
本
国
で
の
居
住
地

分
布
は
、
東
京
・
横
浜
を
中
心
と
す
る
関
東
地
方
、
次
に
神
戸
、
北
海
道
等
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
。
日
本
へ
の
移
住
が
少
な
か
っ
た
主

要
な
理
由
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
１
）　
「
現
金
提
示
制
度
」-

一
九
二
〇
年
二
月
一
七
日
以
降
、
来
日
す
る
外
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
一
人
当
た
り
一
、五
〇
〇
円
を
所
持

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
規
が
実
施
さ
れ
た
。
但
し
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
身
元
保
証
人
さ
え
居
れ
ば
、
所
持
金
が

少
な
く
と
も
入
国
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
（
２
）　

日
本
国
内
の
経
済
状
況
に
関
す
る
知
識
の
不
足
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
関
す
る
不
安
感
等
が
あ
る
。

　
（
３
）　

心
理
的
障
害
（
ロ
シ
ア
と
言
語
、
文
化
の
相
違
、
風
習
に
対
す
る
無
知
等
）
が
あ
る
。

　

当
時
の
満
州
を
経
由
し
た
亡
命
者
に
と
っ
て
の
選
択
肢
は
ア
メ
リ
カ
（
南
米
も
含
む
）
以
外
に
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
し
か
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た（

（1
（

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
距
離
が
あ
ま
り
に
も
遠
く
、
国
内
情
勢
も
知
ら
ず
、
さ
ら
に
は
亡
命
生
活
の
最
初
に
も
っ

と
も
必
要
で
あ
る
様
々
な
援
助
が
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
選
択
は
難
民
に
魅
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
日
本
も
、
中
国
か
ら
さ
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ほ
ど
離
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
亡
命
者
に
と
っ
て
は
理
想
的
な
国
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
言
語
の

問
題
、
国
内
状
況
・
特
に
市
況
に
対
す
る
未
知
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
以
来
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
偏
見
の
問
題
な
ど
が
、
こ
の
時
点
で
の
日

本
選
択
を
踏
み
留
ま
ら
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
す
る
と
い
う
選
択
に
も
、
言
葉
の
問
題
や
市
況
に
関
す
る
情
報
不
足
と
い

う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、
西
欧
文
化
の
国
、
特
に
「
あ
ら
ゆ
る
国
か
ら
の
移
民
や
亡
命
者
な
ど
が
設
立
し
た
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
魅
力
は
「
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
の
地
」
と
し
て
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

日
本
と
中
国
を
比
較
す
る
と
、
中
国
は
ま
ず
、
ロ
シ
ア
と
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
故
郷
へ
簡
単
に
戻
れ
る
と
い
う
こ
と
や
、

シ
ベ
リ
ア
開
発
の
当
初
か
ら
中
国
の
人
々
、
製
品
、
噂
な
ど
に
慣
れ
て
お
り
、「
隣
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
日
本
は
革
命
の
六

〇
年
前
ま
で
見
知
ら
ぬ
国
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
及
び
中
国
の
両
国
で
外
交
官
と
し
て
務
め
た
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ア
ブ
リ
コ

ソ
フ
（D

. I. A
brikossow

）
の
結
論
を
借
り
れ
ば
、「
な
ぜ
か
、
ロ
シ
ア
人
は
中
国
領
内
の
生
活
に
よ
り
早
く
慣
れ
る
事
実
が
あ
る
」
と

い
う
。

　

本
研
究
で
利
用
し
た
主
な
資
料
は
、
筆
者
が
取
材
で
収
集
し
た
も
の
を
除
い
て
、
駐
日
帝
政
ロ
シ
ア
大
使
館
（
以
下
、「
旧
ロ
シ
ア
大
使

館
」
と
呼
ぶ
）
の
発
信
通
信
・
報
告
等（

（1
（

、
さ
ら
に
亡
命
生
活
を
送
っ
た
帝
政
ロ
シ
ア
の
外
交
官
の
書
簡
や
大
使
館
最
後
の
代
理
大
使
を
務

め
た
上
述
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
が
晩
年
に
書
い
た
回
想
録
の
原
稿
で
あ
る（

（1
（

。
彼
の
在
日
勤
務
期
間
は
、
一
九
一
三
―
一
九
一
四
年
及
び
一
九

一
六
―
一
九
二
四
年
の
二
期
で
計
一
〇
年
間
だ
っ
た
。
一
九
二
五
年
の
日
ソ
国
交
樹
立
後
、
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
旧
大
使
館
を
閉
館
し
、
東

京
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
一
一
月
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
移
住
し
、
そ
こ
で
以
前
に
執
筆
し
た

回
想
録
を
没
す
る
ま
で
書
き
続
け
た
と
い
う
。

　

上
記（
２
）と（
３
）の
た
め
、
日
本
に
来
た
白
系
ロ
シ
ア
人
の
居
住
分
布
は
、
特
に
外
国
人
が
多
く
、
最
も
「
西
欧
化
」
さ
れ
た
東
京
・

横
浜
、
ま
た
、
港
町
の
神
戸
、
気
候
・
雰
囲
気
の
面
で
ロ
シ
ア
に
近
い
北
海
道
な
ど
で
高
か
っ
た
。　
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最
終
的
に
日
本
を
移
住
の
目
的
地
と
し
て
選
択
し
た
者
の
数
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
人
の
程
度
で
あ
っ
た
が
、
日
本
を
経
由
地
と
し

て
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
移
住
を
予
定
し
た
者
た
ち
は
、「
外
国
人
」
と
し
て
の
登
録
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

そ
う
し
た
一
時
的
移
住
者
を
含
め
る
と
、
上
記
を
二
～
三
倍
上
回
る
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
露
帝
国
の
崩

壊
に
伴
い
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、「
国
籍
（
出
身
地
）」
よ
り
も
宗
教
・
血
統
な
ど
に
求
め
た
人
が
多
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
人
達
は
主
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」、
回
教
の
タ
タ
ー
ル
人
は
「
回

教
人
」、
さ
ら
に
ト
ル
コ
国
籍
を
得
た
上
で
「
ト
ル
コ
人
」
と
し
て
登
録
し
た
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
名
乗
っ
た
り
し

た
。
例
え
ば
、
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、
在
日
ユ
ダ
ヤ
教
協
会
は
、
総
数
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
人
の
亡
命
者
を
受
け
た
と
記
述
し
て
い
る（

（1
（

。
し

か
し
、
他
の
資
料
と
比
較
す
れ
ば
、
恐
ら
く
、
誤
算
か
過
大
に
見
積
も
っ
た
計
算
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
日
本
に
定
住
し
た
白
系
ロ
シ
ア
人
（
日
ソ
国
交
が
樹
立
さ
れ
た
一
九
二
五
年
一
月
二
五
日
以
降
、「
無
国
籍
人
」
と
な
る
）

は
、
少
な
く
と
も
数
千
人
と
見
ら
れ
る
。

②
亡
命
者
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
策

　

日
本
政
府
は
、
上
述
の
「
現
金
提
示
」
と
い
う
規
則
の
ほ
か
に
も
様
々
な
措
置
を
取
っ
て
い
た
。
何
千
人
も
の
異
国
人
が
、
短
期
間
で

は
あ
る
が
日
本
列
島
に
あ
ふ
れ
た
こ
と
は
、
一
三
世
紀
の
ク
ビ
ラ
イ
の
元
寇
（
来
襲
事
件
）
後
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
の
法

律
は
、「
他
国
の
亡
命
者
の
受
入
れ
」
や
「
来
日
移
住
者
（
移
民
）
の
取
り
扱
い
」
と
い
う
問
題
を
そ
れ
以
前
に
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
政
府
の
最
初
の
反
応
は
「
上
陸
禁
止
」
と
い
う
も
の
に
な
っ
た
。
結
局
、
や
っ
と
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
は
殆
ど
軍
隊
・
そ
の
他
の
団

体
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
か
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
（
家
族
・
親
戚
・
友
達
な
ど
）
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
駐
日
ロ
シ
ア
外
交
官
た
ち
は
、
日
本
政
府
の
対
亡
命
者
の
態
度
が
し
ば
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
関
す
る
心
配
を
募
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ら
せ
た
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
難
民
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
彼
ら
の
地
位
や
そ
れ
に
関
連
す
る
義
務
・
権
利

な
ど
が
定
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
亡
命
者
自
身
（
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
に
お
け
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
組
織
・
機
関

な
ど
）
が
検
討
し
た
規
則
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
在
住
す
る
亡
命
者
は
、
そ
の
総
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
日

本
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
手
本
に
倣
う
べ
き
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
九
二
一
年
秋
、
今
度
一
一
月
頃
日
本
を
去
る
直
前

に
、
最
後
の
帝
政
ロ
シ
ア
大
使
、
ク
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（V

. N
. K
rupenskii

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住
の
亡
命
者
が
持
つ
「
社
会
地
位
・
そ

の
特
徴
」
に
関
す
る
覚
書
き
を
、
日
本
外
務
省
に
出
し
た
が
、
本
人
も
そ
の
執
行
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
期
待
も
ほ
と
ん
ど

し
て
な
い
と
認
め
て
い
る
。

　

他
方
、
亡
命
者
自
身
は
、
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
期
待
を
、
国
際
連
盟
に
よ
る
援
助
に
か
け
、
国
際
連
盟
が
彼
ら
を
絶
対
に
救
っ
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
旧
大
使
館
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
こ
れ
は
国
際
連
盟
に
し
か
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
［
一
九
二
二

年
二
月
一
五
日
付
の
ギ
ル
ス
の
手
紙
、
一
九
二
二
年
四
月
七
日
付
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
の
返
事
］。
特
に
、
国
際
連
盟
が
参
加
し
な
け
れ
ば
、

日
本
を
去
る
際
に
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
入
国
ビ
ザ
を
取
得
出
来
な
く
な
る
、
と
い
う
噂
が
亡
命
者
間
に
広
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
二
三
年
八
月
三
一
日
、
関
東
大
震
災
の
前
日
付
の
旧
大
使
館
の
報
告
に
は
、「
極
東
に
お
け
る
現
状
況
で
、
我
が
国
の
難
民
の
破
綻
を

防
ぐ
力
は
、
国
際
連
盟
よ
り
他
は
な
か
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
［
一
九
二
三
年
八
月
三
一
日
付
報
告
］。 

③　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
と
亡
命
ロ
シ
ア
人

　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
は
東
京
・
横
浜
を
初
め
と
す
る
数
多
く
の
都
市
、
村
な
ど
を
破
壊
し
、
死
傷
者
は
一
三
万
人
以

上
を
超
え
、
五
七
万
人
が
住
居
を
奪
わ
れ
た
。
全
損
害
は
一
九
二
三
年
の
評
価
額
で
六
五
億
円
（
当
時
日
本
の
全
財
産
の
一
〇-

一
一
％
）

に
上
っ
た
。
世
界
の
マ
ス
コ
ミ
は
お
互
い
に
競
争
す
る
か
の
よ
う
に
、
災
害
の
重
苦
し
い
記
事
を
載
せ
た
。
例
え
ば
、
地
震
直
後
の
あ
る
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著
書
に
は
「
大
き
な
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
全
体
が
な
く
な
り
、
海
軍
等
も
消
え
て
し
ま
い
」、「
日
本
国
は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
二

流
ま
た
は
三
流
の
国
へ
の
低
下
に
な
る
は
ず
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
災
害
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
東
京
と
横
浜
の
近

辺
は
、
空
襲
後
の
よ
う
な
景
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
一
月
に
は
、「
一
〇
〇
日
が
経
っ
て
か
ら
は
、
東
京
が
復
活
す
る
気
配

が
あ
り
、
…
…
町
は
既
に
復
興
的
活
動
が
感
じ
ら
れ
る
。（

（1
（

」
な
ど
の
落
ち
つ
い
た
記
事
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

旧
ロ
シ
ア
大
使
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
中
庭
に
避
難
者
の
受
付
や
毛
布
・
布
団
な
ど
を
備
え
て
「
臨
時
キ
ャ
ン
プ
」

の
よ
う
な
措
置
を
行
っ
て
い
た
。
代
理
大
使
を
務
め
た
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
公
式
に
市
役
所
へ
援
助
を
求
め
た
。
彼
の
要
求
は
満
た
さ
れ
、

当
局
が
祖
国
か
ら
の
援
助
を
受
け
入
れ
ず
、
帰
国
も
出
来
な
か
っ
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
常
に
好
意
的
な
態
度
を
守
っ
て
い
た
こ
と

は
、
大
使
館
の
報
告
に
度
々
現
れ
る
。
ま
た
、
大
使
館
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
大
使
館
の
日
本
人
職
員
は
し
ば
ら
く
日
本
外
務
省

か
ら
特
別
配
給
食
糧
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
大
使
館
は
地
震
後
直
ぐ
に
日
本
政
府
に
対
し
、
哀
悼
・
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
人
の
死
傷
者
は
約
六
〇
人
に
上
っ
た
、
と
い
う
［
出
典
：
一
九
二
三
年
一
〇
月
二
三
日
付
の
旧
大
使
館
で
作
成
し
た

名
簿
］。

　

日
本
政
府
の
特
別
令
に
よ
っ
て
、
震
災
直
前
に
関
東
に
在
住
し
た
外
国
人
は
、
出
来
る
限
り
早
く
日
本
を
去
ら
せ
る
か
、
安
全
な
地
域

へ
移
住
さ
せ
る
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
帰
国
や
海
外
移
住
が
出
来
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
人
は
、
日
本
国
内
で
移
住
す
る
他

な
く
な
っ
た
。
移
住
先
は
、
以
前
か
ら
外
国
人
居
留
地
や
様
々
な
外
国
人
向
け
の
施
設
が
あ
っ
た
神
戸
を
中
心
と
す
る
関
西
に
な
っ
た
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
日
本
の
港
に
い
た
す
べ
て
の
汽
船
が
動
員
さ
れ
、
総
計
四
〇
〇
人
以
上
を
運
ん
だ
。
神
戸
で
は
、
地
震
の
情
報
が

届
く
と
、
た
だ
ち
に
居
留
外
国
人
に
よ
る
「
神
戸
外
国
人
援
助
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
し
て
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
向
け
援
助
小
委
員
会
」

も
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
小
委
員
会
は
、
亡
命
者
の
受
付
・
臨
時
宿
泊
・
集
金
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
約
四
〇
〇
人
の
受
入
れ
の

措
置
を
取
っ
た
。
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日
本
外
務
省
は
、
最
初
か
ら
出
国
許
可
書
や
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
を
提
供
し
始
め
、
大
使
館
へ
の
特
別
の
事
情
説
明
書
を
発
行
し
た
。

そ
の
中
で
、
東
京
・
横
浜
の
食
糧
不
足
危
機
や
失
業
、
他
の
諸
問
題
に
つ
い
て
書
い
た
上
で
、
将
来
も
亡
命
者
の
状
況
が
悪
化
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
最
も
良
い
方
法
は
日
本
を
去
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
大
使
館
の
協
力
を
求
め

た
。

　

そ
の
た
め
に
、
ロ
シ
ア
大
使
館
お
よ
び
陸
軍
武
官
が
出
し
た
三
万
円
に
加
え
て
、「
神
戸
外
国
人
援
助
委
員
会
」
か
ら
三
万
円
、
日
本

の
慈
善
組
織
か
ら
二
万
円
、
さ
ら
に
兵
庫
県
知
事
か
ら
も
二
万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
［
当
時
一
円
＝
〇
・
八
米
ド
ル
］。
そ
の
使
用
は
、

ロ
シ
ア
大
使
館
の
資
金
を
除
い
て
、
上
記
の
小
委
員
会
の
監
督
下
に
あ
っ
た
［
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
付
の
報
告
］。
も
ち
ろ
ん
、
亡
命

者
の
日
本
国
内
の
移
動
は
無
料
に
な
り
、
政
府
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
小
さ
な
損
害
報
償
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
他
の
西
欧
諸
国
へ
の
入
国
査
証
（
ビ
ザ
）
の
規
制
も
一
時
的
弱
ま
り
、
日
本
を
去
る
こ
と
を
望
ん
で

い
た
ロ
シ
ア
人
に
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
。
結
局
、
神
戸
の
小
委
員
会
と
ロ
シ
ア
大
使
館
の
共
同
の
努
力
に
よ
っ
て
、
新
定
住
地
を
求

め
た
約
三
〇
〇
人
の
亡
命
者
の
う
ち
二
五
〇
人
以
上
を
日
本
か
ら
送
り
出
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
大
多
数
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
、
ア

メ
リ
カ
入
国
許
可
を
取
得
し
な
か
っ
た
者
は
メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
約
三
〇
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
途
中
で
も
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
よ
る
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
へ
の
帰
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
続
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
へ

帰
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
ロ
シ
ア
難
民
は
、
正
に
運
が
良
か
っ
た
。
半
年
余
り
過
ぎ
て
、
駐
東
京
米
大
使
館
が
一
九
二
四
年
七
月
一
六

日
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
新
し
い
移
民
規
則
を
発
表
し
、
そ
れ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
移
住
は
以
前
に
比
べ
て
極
め
て
複
雑
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
出
身
国
（
国
籍
）
に
よ
る
許
可
割
当
及
び
新
し
い
申
請
手
順
、
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
以
降
、

ロ
シ
ア
出
身
者
の
担
当
機
関
は
駐
リ
ガ
（
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
）
ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
な
り
、
抽
選
等
の
ロ
シ
ア
人
割
当
数
は
月
に
一
八
九
人
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程
度
に
な
っ
た
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
遠
い
極
東
各
地
に
お
け
る
亡
命
者
に
は
、
難
し
い
手
続
き
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
［
一

九
二
四
年
七
月
二
五
日
付
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
が
書
い
た
手
紙
］。

④　

日
本
へ
の
亡
命
者
の
「
第
一
波
」・
そ
の
特
徴

　

一
九
一
七
年
二
月
革
命
と
一
〇
月
革
命
後
、
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
の
大
多
数
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
偶
然
に
来
た
人
〉
で
あ
っ
た
。
日
本
に

定
住
す
る
こ
と
も
考
え
ず
、
異
文
化
・
異
郷
に
お
け
る
生
活
や
仕
事
の
経
験
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
彼
ら
は
、
革
命
の
脅
威
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
自
ら
の
〈
遠
い
将
来
〉
に
関
す
る
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
大
混
乱
に
陥
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
を
立
ち
去
っ
た

彼
ら
は
、
異
郷
に
お
い
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
そ
の
人
々
の
中
に
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
地
方
官
僚
や
、
小
役
人
退
役
将
校
、
貴
族
身
分（

（1
（

、

さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
地
域
の
政
府
の
大
臣
や
官
吏
、
そ
れ
に
一
般
的
市
民
な
ど
が
い
た
。
全
て
の
財
産
を
捨
て
て
、
祖
国
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃

げ
出
し
た
彼
ら
は
、
や
っ
と
来
日
し
た
が
、
生
活
費
の
不
足
を
は
じ
め
、
他
国
へ
の
入
国
ビ
ザ
等
の
問
題
に
よ
っ
て
日
本
に
し
ば
ら
く
残

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
皆
が
「
古
き
良
き
過
去
」
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
、
一
時
的
に
日
本
に
住
み
な
が
ら
、
将
来
は
ア
メ
リ
カ
か
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
行
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
ま
た
、「
露
国
が
再
び
立
派
な
君
主
立
憲
国
に
復
活
す
る
時
期
を
待
ち
た
い
」
と
い
う
人
も
い

た
［『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
七
年
一
二
月
一
七
日
付
］。
そ
の
た
め
日
本
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
社
会
に
受
容
さ
れ
る

こ
と
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
地
震
後
の
復
興
に
関
連
し
た
国
際
的
援
助
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
彼
ら
に
救
助
の
チ
ャ
ン
ス
が
再
び
現
れ

た
。
地
震
は
、
無
事
に
生
き
残
っ
た
亡
命
者
の
大
部
分
に
と
っ
て
、
自
分
の
「
脱
走
」
を
続
け
る
た
め
の
動
因
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
か
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
関
東
大
震
災
を
体
験
し
た
ロ
シ
ア
人
は
、
な
る
べ
く
日
本
を
去
ろ
う
と
試
み
た
。
彼
ら
を
来
日
し
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
「
第

一
波
」
と
す
れ
ば
、
関
東
大
震
災
そ
の
も
の
は
、
旧
帝
政
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
へ
向
か
う
「
亡
命
」
と
い
う
現
象
の
「
第
一
波
」
と
「
第
二
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波
」
の
境
界
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
関
東
大
震
災
以
降
に
来
日
し
た
白
系
ロ
シ
ア
人
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
に
根
を
下
ろ
し

た
者
ば
か
り
で
あ
る
。

⑤　
「
第
二
波
」
の
亡
命
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

　

一
九
二
三
年
以
降
も
ロ
シ
ア
人
は
日
本
に
移
住
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
日
本
を
定
住
地
と
し
て
選
ん
だ
亡
命
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
地
震
後
に
来
た
者
ば
か
り
で
、
彼
ら
の
一
般
的
特
性
も
ま
た
地
震
の
前
と
は
違
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
大
分
は
、「
第
一
波
」

と
異
な
り
、
庶
民
階
級
身
分
者
が
多
く
、
シ
ベ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
農
民
、
小
売
店
主
や
行
商
人
、
更
に
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
提
督
（A

. V
. 

K
olchak

）
の
も
と
に
白
衛
軍
で
兵
役
を
勤
め
た
兵
隊
や
コ
サ
ッ
ク
等
、
つ
ま
り
物
事
を
現
実
的
に
考
え
た
人
々
が
地
震
の
後
に
移
住
し

た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
来
日
す
る
前
に
既
に
亡
命
生
活
の
経
験
を
中
国
な
ど
の
他
国
で
し
て
い
た
の
で
、
異
郷
へ
の
受
容
や
そ
れ
に

伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
準
備
を
済
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
場
合
、
普
通
あ
る
〈
新
入
り
の
よ
そ
者
〉
と
〈
こ
の

土
地
の
者
〉
の
間
に
あ
る
壁
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
在
住
中
に
も
っ
と
も
成
功
を
お
さ
め
、
日
本
人
に
も
認

め
ら
れ
た
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
モ
ロ
ゾ
フ
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
野
球
選
手
ス
タ
ル
ヒ
ン
の
両
親
、
さ
ら
に
音
楽
家
の
レ
オ
・
シ
ロ
タ
や
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
な
ど
が
、
こ
の
「
第
二
波
」
に
所
属
す
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
新
入
り
」
と
も

い
え
る
ロ
シ
ア
人
は
、
西
欧
化
へ
の
道
に
立
っ
た
ば
か
り
の
当
時
の
日
本
社
会
の
需
要
を
理
解
し
な
が
ら
、
先
ず
は
布
地
・
洋
服
な
ど
の

行
商
者
と
し
て
活
躍
し
、
更
に
ロ
シ
ア
料
理
店
な
ど
で
も
成
功
し
た
。
大
正
・
昭
和
前
期
の
日
本
は
、
ま
だ
保
守
的
で
伝
統
が
厳
し
い
国

で
あ
り
、
す
べ
て
の
職
業
・
専
門
な
ど
は
普
通
、
息
子
が
父
親
を
相
続
し
た
。
ほ
と
ん
ど
全
部
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
相
続
の
パ
タ
ー

ン
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
西
欧
化
の
影
響
が
全
く
届
か
な
か
っ
た
地
域
も
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
は
何
百
年
前
と
同
じ

よ
う
に
現
地
に
あ
る
店
し
か
知
ら
ず
、
そ
こ
に
あ
る
物
ば
か
り
買
っ
て
満
足
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
が
、
生
ま
れ
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て
初
め
て
「
外
国
人
商
人
」
に
出
会
う
と
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
」
等
を
受
け
る
と
共
に
、「
外
国
製
品
」
と
い
わ
れ
れ
ば
ど
ん
な

に
つ
ま
ら
な
い
物
で
あ
っ
て
も
、
買
っ
て
く
れ
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
。
銅
か
ら
造
っ
た
時
計
を
「
金
」
と
し
て
売
っ
た
り
、
詐
欺
を
行
っ

た
り
す
る
行
商
者
の
数
も
増
え
て
き
た
。
正
直
を
モ
ッ
ト
ー
に
す
る
行
商
者
で
も
、
儲
け
が
驚
く
ほ
ど
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
何
人

も
が
あ
っ
と
い
う
間
に
金
持
ち
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

若
い
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
日
本
の
会
社
ま
た
は
既
に
日
本
に
根
を
下
ろ
し
た
「
第
一
波
」
の
亡
命
者
た
ち
に
呼
ば
れ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
や

上
海
か
ら
日
本
に
来
る
場
合
も
あ
っ
た
。
彼
ら
の
一
部
に
は
、
商
売
目
的
の
短
期
間
の
来
日
に
留
ま
ら
ず
、
結
局
日
本
に
定
住
す
る
よ
う

に
し
た
人
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
全
く
未
知
な
場
所
で
は
な
く
、
す
で
に
人
脈
な
ど
も
で
き
て
い
た
の
で
、

「
第
一
波
」
の
難
民
と
の
差
は
大
き
か
っ
た
。
彼
ら
の
移
住
の
最
大
の
理
由
は
、
経
済
的
理
由
で
あ
り
、
他
に
は
、
現
地
の
人
口
過
剰
や
そ

れ
に
伴
う
失
業
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
内
戦
終
了
に
伴
っ
て
発
生
し
た
新
た
な
移
民
の
問
題
で
あ
っ
た
。
混

乱
の
沿
海
州
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
隣
国
に
逃
げ
込
ん
だ
。
彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
ま
ず
ハ
ル
ビ
ン
・
大
連
方
面
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
ハ
ル
ビ
ン
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
増
加
は
、
町
の
ロ
シ
ア
人
社
会
に
緊
張
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
へ
の

新
た
な
移
住
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
旧
ロ
シ
ア
大
使
館
は
最
初
か
ら
彼
ら
の
受
け
入
れ
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
対
策
を
と
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
分
の
意
志
で
来
日
し
た
彼
ら
は
、
外
交
官
の
目
か
ら
見
れ
ば
「
真
の
難
民
」
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
［
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
付
の
大
使
館
発
信
書
］。

　

つ
ま
り
、
関
東
大
震
災
は
、
数
年
間
に
亙
っ
て
日
本
に
居
留
す
る
外
国
人
の
分
布
図
を
変
え
る
と
と
も
に
、
来
日
ロ
シ
ア
人
社
会
の
「
イ

メ
ー
ジ
」
を
は
じ
め
、
そ
の
社
会
階
層
や
職
業
分
野
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
第
二
波
」
の
亡
命
者
は
、
日
常
の
生

活
に
対
す
る
現
実
的
な
態
度
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
自
分
達
の
「
過
去
」
の
生
活
は
も
う
戻
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
よ
く

理
解
し
て
い
た
。
母
国
に
帰
る
つ
も
り
で
自
ら
の
生
活
基
盤
を
整
え
る
こ
と
な
く
暮
ら
し
て
い
た
「
第
一
波
」
と
異
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
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〈
庶
民
固
有
の
現
実
〉
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
も
、
彼
ら
の
決
意
の
構
成
要
素
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

⑥　
「
無
国
籍
」
の
地
位
へ
の
転
換

　

関
東
大
震
災
に
よ
る
も
う
一
つ
の
思
い
が
け
な
い
政
治
的
な
結
果
は
、
日
ソ
国
交
樹
立
の
延
期
で
あ
る
。
そ
の
事
前
準
備
や
必
要
な
条

件
は
ほ
と
ん
ど
全
部
一
九
二
三
年
夏
末
ま
で
に
終
了
し
、
後
は
公
式
の
手
続
き
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
大
規
模
な
災

難
と
そ
れ
に
続
い
た
復
興
の
諸
問
題
の
た
め
、
大
連
（
一
九
二
一
年
一
一
月
一
二
日
―
一
九
二
二
年
二
月
六
日
）
及
び
長
春
（
一
九
二
二

年
九
月
四
―
二
五
日
）
の
両
会
議
で
達
し
た
中
間
結
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
ま
で
手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
。
両
国
の
国
交
樹
立

の
問
題
は
、
一
時
的
に
そ
の
重
要
性
を
失
っ
た
。
そ
れ
を
結
果
と
し
て
、
旧
帝
政
大
使
館
は
そ
の
存
在
期
間
を
約
一
八
ヶ
月
伸
ば
す
こ
と

に
な
っ
た
。

　

一
九
二
四
年
末
、
駐
北
京
芳
沢
大
使
は
、
ソ
ビ
エ
ト
公
使
レ
フ
・
カ
ラ
ハ
ン
（L.M

.K
arakhan

）
と
会
見
し
、
二
国
間
交
渉
を
回
復
し

た
。
結
局
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
に
日
ソ
国
交
樹
立
の
日
ソ
基
本
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
亡
命
し
て
き
た

ロ
シ
ア
人
の
社
会
的
地
位
を
い
か
に
処
理
す
る
か
は
ま
だ
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
旧
ロ
シ
ア
代
理
大
使
を
務
め
た
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
、

幣
原
外
務
大
臣
と
の
最
後
の
会
見
で
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
地
位
や
日
本
政
府
の
彼
ら
に
対
す
る
態
度
・
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行

い
、
最
後
に
「
無
国
籍
」
身
分
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
は
、
政
治
的
活
動
を
避
け
る
限
り
、
当
局
か
ら
守
ら
れ
る
、
と
い
う
結
論
を
得
た
。

以
降
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
は
、「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
と
「
無
国
籍
」（
亡
命
ロ
シ
ア
人
ま
た
は
白
系
ロ
シ
ア
人
）
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
た
。
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
本
人
は
、
晩
年
に
書
い
た
回
想
録
の
中
で
、
そ
の
亡
命
者
に
関
す
る
決
議
は
、
正
式
な
文
章
や
形
式
用

紙
で
は
な
く
、
ま
る
で
手
書
き
の
よ
う
な
一
枚
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
当
時
は
そ
れ
以
上
何
も
得
る
可
能
性
が
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
日
本
政
府
は
そ
の
約
束
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に
は
中
国
政
府
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が
ソ
連
へ
の
亡
命
者
の
引
渡
し
等
を
時
々
行
っ
て
い
た
が
、
日
本
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
事
件
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ブ
リ
コ

ソ
フ
の
引
用
を
あ
げ
れ
ば
、「
日
本
は
、
我
々
ロ
シ
ア
難
民
に
と
り
、
世
話
好
き
な
義
母
に
な
っ
た（

（2
（

」
と
い
う
。

四
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
来
日
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

①　

来
日
ロ
シ
ア
人
の
「
第
三
波
」　　
　
　
　
　

 

　

第
二
次
世
界
大
戦
争
終
了
以
後
、
日
本
在
住
ロ
シ
ア
人
の
状
況
が
ま
た
変
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
〇
日
付
お
よ
び
一

九
四
六
年
一
月
二
〇
日
付
の
ソ
連
最
高
会
議
令
に
よ
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
「
ロ
シ
ア
愛
国
者
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
対
者
」
と

い
う
資
格
に
当
た
る
亡
命
者
は
ソ
連
国
籍
に
入
る
権
利
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
六
年
六
月
一
四
日
付
の
ソ
連
最
高
会

議
幹
部
会
の
令
に
よ
っ
て
、
元
帝
政
ロ
シ
ア
の
各
地
域
に
生
ま
れ
た
亡
命
者
や
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
ソ
連
国
籍
に
入
る
権
利
や
既
に
そ
の

国
籍
を
な
く
し
た
者
も
再
び
入
籍
が
出
来
る
よ
う
な
権
利
を
得
た
。
そ
れ
は
、
ソ
連
政
府
が
亡
命
者
を
ロ
シ
ア
へ
誘
う
よ
う
な
最
後
の
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
約
一
万
一
〇
〇
〇
人
）、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
（
六
〇
〇
〇
人
以
上
）
な
ど
に
住
ん
で
い
た
白
系

ロ
シ
ア
人
と
彼
ら
の
子
孫
た
ち
が
、
大
勢
帰
国
を
希
望
し
て
き
た
と
い
う
。
満
州
国
在
住
の
白
系
ロ
シ
ア
人
も
、
約
二
万
九
〇
〇
〇
人
が

駐
ハ
ル
ビ
ン
ソ
連
領
事
館
へ
帰
国
の
応
募
を
し
た（

（2
（

。
多
く
の
人
は
、
一
度
帰
国
し
て
か
ら
ま
た
収
容
所
に
送
ら
れ
た
り
、
ほ
か
の
圧
迫
を

受
け
た
り
し
た
が
、
彼
ら
の
大
部
分
は
再
び
亡
命
者
に
な
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
、「
西
」
か
ら
の
帰
国
者
に
対
し
て
、「
東
」
へ
の
移
住
は
一
九
四
〇
―
一
九
五
〇
年
代
に
も
続
い
て
い
た
。
満
州
国
に
暮
ら
し

た
白
系
ロ
シ
ア
人
を
は
じ
め
、
上
海
、
天
津
な
ど
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ィ
・
ピ
」（D

P, 

“D
isplaced Persons”

、
日
本
語
で
「
強
制
的
移
住
者
」
と
い
う
）
の
呼
称
で
、
中
国
の
各
地
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
列
島
を
経
由
地
と
し
て
、
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し
ば
ら
く
そ
こ
で
の
臨
時
キ
ャ
ン
プ
で
滞
在
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
さ
ら
に
日
本
へ
も
送
り
出
さ
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
は
、
ま
だ
占
領
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
た
め
、
D
P
の
大
部
分
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
移
住
し
た
が
っ
た

が
、
以
前
か
ら
日
本
在
住
の
親
戚
・
他
の
血
縁
関
係
を
持
っ
た
人
々
は
、
日
本
に
定
住
す
る
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
九

五
〇
年
代
以
降
日
本
に
定
住
し
た
亡
命
者
に
関
す
る
資
料
は
あ
ま
り
見
付
か
ら
ず
、
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
個
人
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

も
極
め
て
少
な
い
。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
は
来
日
ロ
シ
ア
人

の
「
第
三
波
」
を
形
成
す
る
。

　

戦
後
の
時
代
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
影
響
や
日
本
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
は
、
戦
前
と
比
べ
れ
ば
、
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ

る
〈
過
去
の
思
い
出
〉
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
彼
ら
の
大
部
分
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
る

が
、
そ
し
て
彼
ら
の
〈
二
世
・
三
世
〉
は
、
戦
後
の
日
本
の
「
経
済
的
奇
跡
」
な
ど
を
予
測
せ
ず
、
様
々
な
苦
し
み
の
再
発
を
避
け
る
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
一
部
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
ソ
連
が
い
わ
ゆ

る
「
雪
解
け
」
の
時
期
に
入
っ
た
た
め
、
対
亡
命
者
の
政
策
も
変
る
と
い
う
噂
に
よ
っ
て
帰
国
し
た
者
も
い
る
。
な
お
、
日
本
に
最
後
ま

で
住
む
こ
と
を
希
望
し
た
人
々
は
日
本
国
籍
を
取
り
、
日
本
人
と
結
婚
し
、
ま
す
ま
す
自
分
の
「
ロ
シ
ア
性
」
お
よ
び
そ
の
他
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
正
式
の
統
計
か
ら
も
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
の
呼
称
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
、
二
〇
世
紀
末
ま

で
に
「
無
国
籍
者
」
と
い
え
ば
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
難
民
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
地
か
ら
の
出
身
を

含
む
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
日
本
に
お
け
る
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
の
最
盛
期
は
、
大
正
後
期
・
昭
和
前
半
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

②　

旧
ソ
連
解
体
以
降
の
来
日
ロ
シ
ア
人
「
第
四
波
」

　

戦
後
の
在
日
亡
命
ロ
シ
ア
人
が
激
減
し
た
一
方
、
日
ソ
国
交
回
復
（
一
九
五
六
）
後
は
来
日
す
る
ソ
ビ
エ
ト
人
が
急
増
し
た
。
と
り
わ



― 85 ―

一〇〇年にわたる来日ロシア人の受容からみた日露交流の特徴

け
、
一
九
八
五
年
に
始
ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、
従
来
の
外
交
官
そ
の
他
の
政
府
関
係
者
に
加
え
て
、
民
間
団
体
や
一
般
市
民
に

と
っ
て
も
日
本
入
国
は
比
較
的
に
簡
単
に
な
っ
た
。
短
期
滞
在
の
観
光
客
の
ほ
か
、
両
国
の
大
学
間
交
流
に
伴
い
、
日
本
留
学
を
目
指
す

ロ
シ
ア
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
例
え
ば
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
発
生
し
た
一
九
八
五
年
に
日
本
居
留
し
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
国
籍
（
当
時
）

の
者
は
三
二
二
人
だ
っ
た
が
、
一
〇
年
間
で
そ
れ
は
約
一
〇
倍
程
度
ま
で
増
加
し
た
と
い
う
。

　

一
九
九
一
年
末
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
解
体
し
、
一
五
カ
国
に
分
か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
国
か
ら
の
人
々
は
、
今
度
は
国
籍
が
異
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
日
本
を
訪
れ
る
際
に
使
用
す
る
共
通
語
は
、
し
ば
ら
く
は
、
従
来
通
り
の
ロ
シ
ア
語
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
二
〇
〇
四
年
度
に
日
本
に
出
入
国
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
み
の
国
籍
者
の
総
数
は
四
万
三
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
り
、
同
年
度
に
日
本
に

居
留
す
る
ロ
シ
ア
人
の
数
は
七
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
と
い
う
。
そ
れ
に
他
の
旧
ソ
連
邦
の
各
地
の
出
身
の
数
を
加
え
れ
ば
、
日
本
に
居
留

す
る
旧
ソ
連
人
の
総
数
は
年
度
に
よ
っ
て
は
一
万
人
前
後
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
語
教
育
の
現
状
を
見
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
大
使
館
付
属
学
校
を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
同
じ
二
〇
〇
四
年
度
の
生
徒

数
が
二
一
五
名
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
教
育
制
度
に
則
っ
て
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
一
一
年
間
の
義
務
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
都
内
に
勤

務
す
る
ロ
シ
ア
外
交
官
の
子
供
を
は
じ
め
、
関
東
地
域
に
在
住
す
る
一
般
の
ロ
シ
ア
市
民
の
子
供
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
学
校
で

は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
他
に
、
通
信
教
育
も
行
わ
れ
、
関
東
地
域
以
外
の
子
ど
も
で
も
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

在
学
証
明
書
・
成
績
証
明
書
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
国
立
機
関
や
そ
の
他
の
教
育
機
関
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

在
日
ロ
シ
ア
人
同
士
の
交
流
を
保
持
す
る
た
め
に
、
関
東
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
、
ソ
連
崩
壊
後
ま
も
な
く
、
一
九
九
三
年
に
〈
ロ

シ
ア
・
ク
ラ
ブ
〉（
ロ
シ
ア
語
で «Русский клуб»

，〈
ル
ス
キ
ー
・
ク
ル
ー
ブ
〉）
を
設
立
し
た
が
、
そ
れ
は
後
に
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
に

分
割
し
て
し
ま
っ
た
。
各
ク
ラ
ブ
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
旧
ソ
連
諸
国
の
出
身

者
が
い
る
の
で
、
共
通
語
は
基
本
的
に
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。
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二
〇
一
六
年
度
、
日
本
に
居
留
す
る
ロ
シ
ア
国
籍
者
の
総
数
は
八
三
〇
六
人
で
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
に
次
い
で
三
位
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
居
留
し
、
そ
の
三
分
の
一
以
上
は
東
京
及
び

関
東
地
方
に
集
ま
っ
て
い
る
。
旧
ソ
連
人
の
中
で
ロ
シ
ア
人
の
次
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
一
六
九
九
人
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
一
五
〇
三
人
）

か
ら
の
出
身
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
以
前
の
よ
う
に
ソ
連
を
ロ
シ
ア
と
、
ロ
シ
ア
人
を
ロ
シ
ア
国
内
の
少
数
民
族
と
混
同
す
る
場
合
が
ま
だ
多
い
。
言
語
に
つ
い

て
も
、
旧
ソ
連
の
出
身
な
ら
ば
ロ
シ
ア
語
も
流
暢
で
あ
る
は
ず
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
旧
ソ
連
諸
国

の
多
く
で
は
、
ロ
シ
ア
語
が
ま
だ
第
二
国
語
ま
た
は
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
諸
国
の
出
身
者
た
ち
は
、
日
本
在
住
中
に
出
身
地
・

出
身
民
族
を
問
わ
ず
ロ
シ
ア
語
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ベ
ル
リ
ッ
ツ
外
国
語
学
校
や
多
数
の
大
学
で
は
、

ロ
シ
ア
語
教
師
の
な
か
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
）、
タ
タ
ー
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
（
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ
ル
系
）
な
ど
が
い
る
。
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